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トイレがお掃除してくれる「スゴ技洗浄」

極みトリプル水流
3方向の水流で便器鉢内の汚れを

強力に洗い流します。

シャッタークリーニング
使用後にノズルシャッターを

水道水で洗います。

泡クリーン
毎日泡で洗って、

便器鉢内をキレイに保ちます。

第144回理事会を岡山県管工事会館で開催

記後

集編
　２月の理事会は岡山県で開催され田口理事をはじめ、地元の皆様には準備等で大変お世話になりました。全国
各地から理事の皆様が集まり、名古屋総会の準備や担い手育生レポートの発表、水源地クリーンキャンペーンにつ
いてなど、さらなる業界発展のために話し合いが行われました。そして今回４回目となる日管連との意見交換会で
はグループディスカッションを行い、業界が抱える具体的な内容の問題を情報交換するなど、活発な意見交換を行
いました。今後とも業界全体の発展にむけて歩んでいきたいと思います。　　　総務部会長　増田　喬歳（埼玉）

　令和５年１月 31 日（金）全管連・松山市管工事業

協同組合会館会議室にて、日管連青年部との合同部会

を行いました。今回で４回目となる同部会は両青年部

合わせて参加者 27名となりました。

　合同部会は、木村全管連事業副部会長の司会に始ま

り、廣田全管連青年部会長、薮下日管連青年部会長の

両青年部会長の挨拶、参加者全員の自己紹介がありま

した。

　その後、今回、初めての試みとなるグループディス

カッション形式において、各地域別に４つのグループ

に分かれて３つの議題に臨みました。

　① 建設業界における人材育成と確保。

　② 働き方改革と業界の労働環境。

　③ ＩＴ技術とデジタルトランスフォーメーション。

　グループディスカッション終了後には、グループご

と、テーマごとにグループリーダーより議題について

意見交換した内容の発表がありました。　　　

　２月 22 日（土）、全管連青年部第 144 回理事会が

岡山県管工事会館で開催され、全国から理事、監事の

28名の出席がありました。

　理事会は増田総務部会長（埼玉）の司会で始まり、

最初に開催地を代表して森部長（岡山）の挨拶、その後、

廣田会長（宇都宮）のご挨拶がありました。続いて議

長に安宅総括副会長（高知）が選任され、議事録作成

人に事務局依田主任、議事録署名人に村上理事（青森）

がそれぞれ選任されました。

　その後議事に移り、議長　安宅総括副会長の進行で、

総務部と事業部の事業報告並びに事業計画の審議、協

議を行いました。

　最初の議題として今年８月に開催する第 29 回通常

第 144回理事会

参加者集合写真
総会名古屋総会について、宮澤総務副部会長（名古屋）

より現段階の進捗状況の説明がありました。総会出席

者の予備調査の人数の報告もあり、改めてより多くの

方の参加を呼び掛けました。名古屋市青年部の皆さま

には準備を行って頂き、心より感謝申し上げます。

　続いて、総務部と事業部の本年度の事業計画に基づ

いてそれぞれ確認し慎重に審議が行われました。総務

部からは広報関連事業アヒルのたまご、ジャーナルへ

の寄稿について、新公式ＨＰ進捗状況の説明、担い手

育成事業では、「担い手育成に関するアンケート」を

実施しに基づき、担い手育成レポートとして発表もあ

りました。事業部からは、自民党青年局との意見交換

会への参加者の協議、日管連青年部との意見交換会の

実施報告、また今年度の水源地クリーンキャンペーン・

エコ倶楽部探検隊についての実施内容の協議など、活

発な事業の取り組みの説明となりました。全ての議事

が無事終了し、田中監事（横浜）、神谷監事（東京）

による監事講評が行われ理事会は無事終了しました。

　理事会終了後、木村事業副部会長を講師として、

「チャットＧＰＴ講座」と題した研修会を行いました。

スマホを使いながらチャットＧＰＴを体験する実践重

視な研修となり、有意義な時間となりました。

　今後も全国の皆様と知恵を出し合って、全国組織な

らではの活動を続けていきたいと思います。全国の皆

様と８月には名古屋で再会することを心より楽しみに

しております。

　引続き、意見交換のグループリーダーからの発表を

受け、本山全管連事業部会長により総括を行い、合同

部会は終了しました。

　本合同部会は、日管連と全管連と同業界、同業種で

あり、業界が抱える問題などの議題テーマを掲げ、グ

ループに分かれてディスカッションすることにより、

具体的な内容の情報交換ができました。回を重ねるに

つれ、有意義な事業となっております。合同部会を通

じて、異なる組織の連携の重要性を改めて実感し、今

後も継続的な交流を深めていくことが業界全体の発展

につながると確信しました。

事業部会長　本山　泰督（宮城県）
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日管連青年部、全管連青年部との第４回合同部会を開催

　令和５年１月 31 日（金）全管連・松山市管工事業

協同組合会館会議室にて、日管連青年部との合同部会

を行いました。今回で４回目となる同部会は両青年部

合わせて参加者 27名となりました。

　合同部会は、木村全管連事業副部会長の司会に始ま

り、廣田全管連青年部会長、薮下日管連青年部会長の

両青年部会長の挨拶、参加者全員の自己紹介がありま
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に分かれて３つの議題に臨みました。
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と、テーマごとにグループリーダーより議題について

意見交換した内容の発表がありました。　　　

　２月 22 日（土）、全管連青年部第 144 回理事会が

岡山県管工事会館で開催され、全国から理事、監事の

28名の出席がありました。

　理事会は増田総務部会長（埼玉）の司会で始まり、

最初に開催地を代表して森部長（岡山）の挨拶、その後、

廣田会長（宇都宮）のご挨拶がありました。続いて議

長に安宅総括副会長（高知）が選任され、議事録作成

人に事務局依田主任、議事録署名人に村上理事（青森）

がそれぞれ選任されました。

　その後議事に移り、議長　安宅総括副会長の進行で、

総務部と事業部の事業報告並びに事業計画の審議、協
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　最初の議題として今年８月に開催する第 29 回通常

日管連青年部、全管連青年部　合同部会

総会名古屋総会について、宮澤総務副部会長（名古屋）

より現段階の進捗状況の説明がありました。総会出席

者の予備調査の人数の報告もあり、改めてより多くの

方の参加を呼び掛けました。名古屋市青年部の皆さま

には準備を行って頂き、心より感謝申し上げます。

　続いて、総務部と事業部の本年度の事業計画に基づ

いてそれぞれ確認し慎重に審議が行われました。総務

部からは広報関連事業アヒルのたまご、ジャーナルへ

の寄稿について、新公式ＨＰ進捗状況の説明、担い手

育成事業では、「担い手育成に関するアンケート」を

実施しに基づき、担い手育成レポートとして発表もあ

りました。事業部からは、自民党青年局との意見交換

会への参加者の協議、日管連青年部との意見交換会の

実施報告、また今年度の水源地クリーンキャンペーン・

エコ倶楽部探検隊についての実施内容の協議など、活

発な事業の取り組みの説明となりました。全ての議事

が無事終了し、田中監事（横浜）、神谷監事（東京）

による監事講評が行われ理事会は無事終了しました。

　理事会終了後、木村事業副部会長を講師として、

「チャットＧＰＴ講座」と題した研修会を行いました。

スマホを使いながらチャットＧＰＴを体験する実践重

視な研修となり、有意義な時間となりました。

　今後も全国の皆様と知恵を出し合って、全国組織な

らではの活動を続けていきたいと思います。全国の皆

様と８月には名古屋で再会することを心より楽しみに

しております。

グループディスカッションの様子

　引続き、意見交換のグループリーダーからの発表を

受け、本山全管連事業部会長により総括を行い、合同

部会は終了しました。

　本合同部会は、日管連と全管連と同業界、同業種で

あり、業界が抱える問題などの議題テーマを掲げ、グ

ループに分かれてディスカッションすることにより、

具体的な内容の情報交換ができました。回を重ねるに

つれ、有意義な事業となっております。合同部会を通

じて、異なる組織の連携の重要性を改めて実感し、今

後も継続的な交流を深めていくことが業界全体の発展

につながると確信しました。

事業部会長　本山　泰督（宮城県）

チャットGPT講座　木村事業副部会長


